
故郷に思いをよせて
九州北部豪雨で被災した杷木松末の石詰
地区で、鬼火焚きが行われました。災害
から５年。地域も変化を余儀なくされる
中、受け継がれてきたものへ改めて思い
を馳せました。災害からの復興にコロナ
禍と厳しい時ではありますが、皆様に
とって笑顔絶えない１年になることをお
祈りします。

一般質問追跡

12月定例会

11月臨時会P2

P4
常任委員会P5
一般質問P6
審議結果P10

P12

あさくらあさくら

市議会だより市議会だより
令和４年

２.1
No.64

ふるさと

炎
の
龍
に
願
い
を
託
し

（撮影：令和４年１月９日）
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【11月臨時会】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

新型コロナワクチン３回目接種

公園ベンチ等の抗菌化 小中学校の手洗い蛇口を自動化

　２回目接種を終了した人のうち、原則８か
月（65歳以上の高齢者については２月１日以
降７か月）以上経過した人を対象に、３回目
の接種を行います。

　甘木公園、木の丸公園、あまぎ水の文化
村等のベンチおよびテーブルを抗菌処理し
ます。

　感染症対策のため、市内小中学校の手洗い
蛇口のうち810個をセンサー式に切り替え
ます。

　
11
月
１
日
に
第
５
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
急
を

要
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
可
決
し

ま
し
た
。

　
※
補
正
予
算
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

約
１
億
9
，
3
0
0
万
円

を
追
加

臨時会11
月



3 令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

観光案内板の充実

広報委員会総務文教常任委員会

筋力低下防止のための動画配信

大刀洗町議会を視察あまぎ水の文化村を視察

　市内の観光案内板に小石原川ダム、山田堰
等の観光ポイントを追加するほか、ＱＲコー
ドを表示し、情報発信を強化します。

　市ホームページ等で高齢者の筋力低下を防
止するための体操を紹介し、自粛生活下での
健康維持・増進を図ります。

ほとめく館（甘鉄甘木駅併設）横の観光案内板

視察の様子　読者に伝わる議会だよりを施設の魅力を高める工夫を聞きました

　

11
月
12
日
、
広
報
委
員
会
で
大
刀
洗
町
議
会
を

訪
問
し
、
議
会
だ
よ
り
の
取
組
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

「
た
ち
あ
ら
い
議
会
だ
よ
り
」
の
特
長
は
、
写

真
、
グ
ラ
フ
等
を
効
果
的
に
配
し
、
読
者
の
興
味

を
引
く
見
出
し
を
中
心
に
紙
面
づ
く
り
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、住
民
の
声
を
紹
介
し
、そ
れ
に
対
す
る
議

員
の
考
え
を
掲
載
す
る
な
ど
、議
会
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
学
び
を
生
か
し
、
よ
り
良
い
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
ま
す
。
紙
面
へ
の
ご
意
見
等
は
、
お

近
く
の
議
員
ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

12
月
７
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
、
あ
ま

ぎ
水
の
文
化
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

あ
ま
ぎ
水
の
文
化
村
で
は
、
令
和
２
年
度
に
せ

せ
ら
ぎ
館
の
ト
イ
レ
改
修
、
令
和
３
年
度
に
は
グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
ベ
ン
チ
の
抗
菌
化
を

行
う
な
ど
、
感
染
症
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
、
朝
倉
市
内
外
の
利
用
客
に
対
し
、
豊
か

な
水
や
自
然
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
等
に
親
し
む
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
も
、
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
な
が
る
積
極
的
な
取
組
に
期
待
し
、
注
目
し
て

い
き
ま
す
。
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【12月定例会】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

　

令
和
３
年
第
６
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
に

招
集
さ
れ
、
12
月
15
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期

で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
報
告
１
件
、
議
案
20
件
が
上
程
さ

れ
、
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
質
問
に
立

ち
、
消
防
防
災
体
制
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
対
策
、
農
福
連
携
、
定
住
施
策
、
原
鶴
温
泉

の
活
性
化
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発
な
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

議
案
等
は
質
疑
を
行
っ
た
後
、
各
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
詳
細
か
つ
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
に
は
、
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別

支
援
給
付
金
の
速
や
か
な
支
給
の
た
め
、
関
連

経
費
の
補
正
予
算
案
が
追
加
上
程
さ
れ
、
審
査

後
た
だ
ち
に
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
各
委
員
会
の
審
査
結
果
報
告
を

受
け
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
全
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た

発
議
案
１
件
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、
本
定
例

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　11月30日	★開会
	 ●会期の決定
	 		●会議録署名議員の指名
	 ●議案等の上程
	 ●提案理由の説明
12月1、2日	（考案日）
	 3日	●一般質問（5人）
	 6日	●一般質問（2人）
	 ●議案等の質疑
	 ●議案等の委員会付託
	 ♦常任委員会
	 ●一部議案の審議
	 （質疑・討論・採決）
7、8、10日	♦常任委員会
　13、14日	（事務整理日）
　　　　　15日	●議案等の審議
	 （委員長報告	
	 　質疑・討論・採決）
	 ●追加議案の上程
	 ●提案理由の説明
	 ●追加議案の審議
	 （質疑・討論・採決）
	 ●諸般の報告
		 ★閉会

　
朝
倉
市
議
会
は
、
第
７
回
議
会
意
見
交
換

会
を
２
月
４
日（
金
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

再
拡
大
に
鑑
み
、
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　
皆
様
の
関
心
事
や
ご
意
見
を
直
接
お
聴
き

す
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
開
催
に
向
け
た

準
備
を
昨
年
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
や
む
を

得
ず
中
止
の
判
断
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

朝
倉
市
議
会
は
、
引
き
続
き
感
染
予
防
に

配
慮
し
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　議案等の詳細な審
査と結果の報告を委
員会に委ねることを
「委員会付託」とい
い、付託された委員会
は審査の結果を本会
議で報告します。
　ここでは各常任委
員会で審査された案
件等の一部を掲載し
ています。

本会議、特別委員会の様子は
インターネットでもご覧いた

だけます

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

		

委
員
会
付
託
案
件

新型コロナウイルス感染症対策、災害関連に

一般会計　５億９,７１８万円を追加

 

会
例
定

議
会
意
見
交
換
会
の
中
止
に
つ
い
て

会期日程

12月
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【常任委員会】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

　
放
置
さ
れ
た
自
転
車

お
よ
び
原
動
機
付
自
転

車
へ
の
措
置
を
定
め
る

　

市
と
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
自
転
車
等

の
放
置
防
止
お
よ
び
適

正
な
処
理
の
推
進
の
た

め
、条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

市
内
の
放
置
自
転
車

は
駅
お
よ
び
主
要
バ
ス

停
の
駐
輪
場
を
中
心
に

多
く
、
昨
年
度
は
防
災

交
通
課
で
約
１
０
０
台

が
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
園
や

道
路
等
の
放
置
自
転
車

等
は
各
所
管
課
に
お
い

て
関
係
法
令
に
基
づ
き

対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
条
例
制
定
に

よ
り
、
よ
り
確
実
か

つ
迅
速
な
処
理
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
等
は
、

ま
ず
、
市
が
利
用
者
等

に
適
切
な
場
所
に
移
動

す
る
よ
う
指
導
し
、
指

導
後
も
一
定
期
間
放
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

移
動
さ
せ
保
管
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
の
告
示

板
で
告
示
し
、
警
察
に

照
会
を
か
け
利
用
者
の

確
認
と
通
知
を
行
い
、

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

一
定
期
間
経
過
後
に

廃
棄
等
の
処
理
を
行

い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税（
均

等
割
額
）を
軽
減

　

子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
軽
減
の
た
め
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
未

就
学
児
に
係
る
均
等
割

額
３
万
６
千
円
を
５
割

軽
減
し
、
１
万
８
千
円

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
世
帯

の
軽
減
に
該
当
す
る
場

合
、
軽
減
適
用
後
の
額

か
ら
さ
ら
に
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
改
正
前
が

２
割
軽
減
に
該
当
し
た

場
合
、
改
正
後
は
６
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
等
の

支
給
総
額
を
維
持

　

出
産
育
児
一
時
金
等

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
産
科
医
療
補
償
制
度

の
加
入
者
が
負
担
す
る

掛
金
相
当
額
を
加
算
し
、

支
給
総
額
は
42
万
円
で

し
た
。

　

令
和
４
年
１
月
か
ら

掛
金
が
４
千
円
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

差
額
分
を
少
子
化
対
策

と
し
て
出
産
育
児
一
時

金
を
増
額
し
、
支
給
総

額
42
万
円
を
維
持
す
る

も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

小
石
原
川
ダ
ム
堤
頂

道
路（
※
）の
安
全
対
策

　

６
月
30
日
の
国
道

５
０
０
号
の
開
通
以
来
、

歩
行
者
と
車
両
が
交
錯

し
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
あ
る
た
め
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
た
小

石
原
川
ダ
ム
堤
頂
道
路

（
全
長
５
８
０
ｍ
）
に
、

市
が
道
路
鋲び

ょ
う

や
白
色
の

区
画
線
等
の
安
全
対
策

を
施
し
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
一
般
開
放
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

堤
頂
道
路
か
ら
令
和

あ
さ
く
ら
湖
や
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
式
ダ
ム
の
構
造

を
望
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

農
地
改
良
復
旧
事
業
の

工
事
請
負
契
約
を
審
査

　

平
成
29
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
で
被
災
し
た

農
地
の
改
良
復
旧
（
区

画
整
理
）
事
業
に
お
い

て
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
に
当
た
り
、
議

会
の
議
決
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

白
木
谷
川
流
域
地
区

（
杷
木
白
木
）７
．
６
２

ha
、
２
億
６
１
８
０
万

円
で
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

甘木鉄道駐輪場の
放置自転車

（令和2年11月撮影）

未来を担う子どもたちの
成長を応援します

安全施設対策計画
イメージ写真

※
ダ
ム
頂
上
部
の
道
路

放
置
自
転
車
対
策
の
強
化

総
務
文
教
常
任
委
員
会

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

環
境
民
生
常
任
委
員
会

小
石
原
川
ダ
ム

　
　
堤
頂
道
路
が
通
行
可
能
に

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

議
案
６
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

議
案
7
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

議
案
6
件
等
を
審

査
し
ま
し
た
。
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【一般質問】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

　
　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
土
砂
流
出

で
筑
後
川
は
魚
の
住
め
る
河
川
環
境
に

な
い
。
来
年
鵜
飼
い
は
で
き
る
の
か
。

　
　

鵜
飼
い
漁
に
は
筑
後
川
の
再
生
が

不
可
欠
だ
。
関
係
各
所
と
連
携
を
深
め

再
開
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

原
鶴
地
区
内
に
調
整
池
は
あ
る
が
、

災
害
の
た
び
に
大
き
な
浸
水
被
害
に

遭
っ
て
い
る
。
要
因
は
何
か
。

　
　

原
鶴
地
区
内
の
浸
水
被
害
は
複
雑

な
水
路
構
造
に
も
起
因
し
、
排
水
機
能

が
低
い
こ
と
も
あ
る
。
排
水
ポ
ン
プ
増

強
等
対
策
の
検
討
や
、
調
整
池
周
辺
の

水
路
の
状
況
を
調
査
し
、
現
状
の
通
水

断
面
を
大
き
く
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

　
　

川
の
駅
周
辺
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

旧
ハ
ー
ブ
公
園
を
今
後
ど
う
活
用
し
て

い
く
の
か
。
新
し
い
取
組
は
。

　

　

筑
後
川
で
は
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
※
）
や
カ

ヤ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の
体

験
も
で
き
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の

意
見
も
出
て
い
る
。
有
効
活
用
に
つ
い

て
地
元
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
協

議
、
検
討
し
て
い
る
。

　
　

原
鶴
地
区
内
の
井
戸
水
の
水
位
低

下
、
井
戸
枯
れ
が
出
始
め
、
非
常
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
何
が
要
因
か
。

　

　

調
査
、
観
察
を
行
い
、
筑
後
川
を

定
期
的
に
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
、
排
土
す
る
こ
と
が
肝

要
。
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省

に
対
し
て
適
切
な
管
理
を
求
め
て
い
く
。

梶
かじわら

原	康
こ う じ

嗣　議員

大丈夫か
原鶴の鵜飼いは

※
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
の
略
。

　

ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
パ
ド
ル
を
漕
い
で
水
面
を

　

進
む
ス
ポ
ー
ツ 　一般質問は、市の課題や方針等について、議員自

身の意見も交えながら市に考えを聞くものです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見たい会
議や議員名を選んで録画映像を視聴できます。

スマホやパソコンから

サ
ッ
プ

①��

温
泉
地
「
原
鶴
」
の
現
状
と
今
後

の
展
望
を
問
う

【
質
問
項
目
】

Q

Q

QQ AA

A

A

A Q
原
鶴
の
鵜
飼
い
の
存
続
が
危
う
い

鵜
飼
い
漁
は
筑
後
川
の
再
生
が
不
可
欠

市
長
に
問
う

次
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

一
般
質
問
者
7
人

感
染
症
対
策
の
た
め

本
定
例
会
は
傍
聴
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た

朝倉市議会　議会中継

上秋月コミュニティさぎっちょで
やぐらに点火する子どもたち（撮影：令和４年1月10日）
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【一般質問】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

　
　

朝
倉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
い
し

ず
え
荘
で
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
が
好
評
で
あ
る
。

教
室
修
了
後
に
参
加
で
き
る
健
康
サ

ポ
ー
ト
教
室
も
利
用
者
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。
体
力
維
持
、
健
康
づ
く
り
に

効
果
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
甘
木
・
杷

木
地
域
に
も
教
室
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
の
常
時
配
置
が

必
要
で
、
対
応
が
す
ぐ
に
は
困
難
だ
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
運
動
チ
ラ
シ
や
動
画

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用
基
準

を
緩
和
で
き
な
い
か
。

　
　

食
材
や
弁
当
の
宅
配
、
買
い
物
支

援
の
情
報
を
記
載
し
た
朝
倉
地
域
資
源

マ
ッ
プ
に
民
間
の
配
食
事
業
者
を
紹
介

し
て
い
る
。
要
件
を
満
た
さ
な
い
方
は
、

そ
の
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
子
と
な
い
子
が
同

じ
学
校
に
通
い
、
同
じ
学
び
を
得
る
教

育
を
行
う
こ
と
が
真
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
特
別
支

援
教
室
の
設
置
と
特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
適
切
な
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
、
学

校
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
学

校
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
。
児
童
生

徒
の
現
状
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
指
導
が
大
切
で
あ
る
。

　

　

市
町
村
合
併
か
ら
15
年
が
経
過
し

こ
れ
ま
で
の
評
価
と
課
題
を
問
う
。

　

　

行
財
政
改
革
と
し
て
、
議
員
報
酬

や
職
員
給
与
等
、
約
１
８
３
億
円
の
削

減
が
で
き
た
。
こ
の
削
減
に
よ
り
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
、
小
中
学
校
の
耐
震

化
や
空
調
設
備
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整

備
、
秋
月
博
物
館
建
設
等
の
事
業
が
で

き
た
。

　
　

今
後
の
課
題
で
あ
る
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
や
人
口
減
少
対
策
を
問
う
。

　
　

市
内
17
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
働

で
活
動
を
行
い
、得
意
な
分
野
を
生
か

し
た
取
組
と
支
え
合
い
で
、市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
た
い
。

ま
た
、子
育
て
、教
育
、雇
用
、住
環
境

整
備
等
、人
口
減
少
へ
の
対
策
を
実
施

し
、庁
内
で
横
断
的
に
取
り
組
む
。

　
　

人
口
減
少
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
、

若
い
女
性
が
都
会
へ
流
出
し
て
い
る
。

地
元
で
結
婚
し
、
子
ど
も
を
産
み
、
仕

事
で
も
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大

事
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　

多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
そ
の
個

性
や
労
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
地
域
、

家
庭
、
職
場
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や

無
意
識
の
思
い
込
み
、
古
い
意
識
や
慣

例
、
慣
習
等
を
打
ち
破
り
、
男
女
間
の

格
差
を
な
く
し
、
こ
れ
か
ら
も
朝
倉
市

に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

第４次計画を策定中です

朝倉老人福祉
センターでの
筋トレ教室風景

佐
さ さ き

々木	明
あ き こ

子　議員

大
お お ば

庭	きみ子
こ

　議員

①���

高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

②���

教
育
行
政
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

QQ

Q

Q Q

Q

A

AA

A

AA

A Q
筋
ト
レ
教
室
の
拡
充
は
で
き
な
い
か

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
常
時
配
置
が
必
要
だ

A Q
少
子
化
対
策
は
男
女
共
同
参
画
が
重
要

男
女
間
格
差
を
な
く
し
魅
力
的
な
市
に

高
齢
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

①��

市
町
村
合
併
後
の
検
証
と
対
策
に

　

�

つ
い
て

②��

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
５
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

�

平
等
の
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

③���

学
習
端
末
使
用
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】
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【一般質問】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

　
　

ハ
ー
ド
面
で
の
防
災
対
策
は
進
ん

で
い
る
が
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
は
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

発
災
直
後
の
生
命
維
持
に
必
要
な

食
料
、
飲
料
水
、
毛
布
等
の
生
活
必
需

品
、
避
難
所
運
営
に
必
要
な
資
機
材
を

中
心
に
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

消
防
団
員
確
保
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
、
団
員
処
遇
改
善
の
た
め
に
は

団
員
報
酬
等
の
増
額
が
必
要
で
は
。

　
　

全
国
的
な
災
害
の
頻
発
を
受
け
、

消
防
団
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

消
防
団
員
の
士
気
を
向
上
さ
せ
、
家
族

の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
検
討
す
る
。

　
　

農
業
者
の
所
得
倍
増
に
繋
が
る
６

次
産
業
化
の
取
組
の
現
状
は
。

　

　

特
産
農
産
物
振
興
・
６
次
産
業
化

推
進
事
業
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
昨
年

度
ま
で
に
、
製
造
設
備
の
導
入
な
ど
９

件
の
実
績
が
あ
る
。
県
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
活
用
も
勧
め
て
い
る
。

　

　

農
福
連
携
事
業
の
意
義
・
目
的
と

市
の
今
後
の
取
組
は
。

　

　

農
業
分
野
で
は
労
働
力
の
確
保
、

福
祉
分
野
で
は
障
が
い
者
の
就
労
先
の

確
保
な
ど
、
双
方
の
課
題
を
連
携
に
よ

り
解
決
し
て
い
く
取
組
。
今
後
、
啓
発

に
努
め
、
障
が
い
者
が
個
々
の
特
性
を

生
か
し
て
働
き
、
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
両
分
野
で
問
題
を

共
有
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
同

年
10
月
１
日
現
在
の
朝
倉
市
の
人
口
は

５
万
２
７
３
人
。
５
年
前
と
比
べ
て

４
．１
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
人
口
減

少
に
あ
ら
が
う
た
め
に
、
必
要
な
政
策

を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
働
く
場

を
増
や
す
こ
と
は
人
口
を
増
や
す
た
め

に
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
市
が
企
業
と

密
に
連
携
し
て
雇
用
の
斡
旋
を
す
べ
き

で
あ
る
。　

　
　

市
内
に
雇
用
を
抱
え
る
中
小
企
業

を
育
て
て
い
く
こ
と
は
重
要
課
題
で
あ

る
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
工
場
誘
致
は
難
し
い
。

そ
れ
な
ら
ば
企
業
の
誘
致
で
は
な
く
、

起
業
で
き
る
人
材
を
誘
致
す
べ
き
で
あ

る
。
仕
事
を
つ
く
る
人
を
招
き
、
新
た

な
産
業
の
創
出
を
支
え
る
仕
組
み
や
組

織
が
必
要
だ
。
朝
倉
市
に
は
あ
る
の
か
。

　

　

各
種
創
業
支
援
事
業
に
加
え
て
新

規
創
業
に
向
け
た
創
業
塾
の
開
設
や
融

資
補
助
制
度
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

諦
め
る
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に

物
事
を
や
る
マ
イ
ン
ド
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
心
の
過
疎
化
が
本
当
の

危
機
で
あ
る
。
①
職
場
を
増
や
す
②
農

業
生
産
額
を
増
や
す
③
観
光
を
活
性
化

す
る
④
定
住
対
策
を
す
る
⑤
新
し
い
産

業
を
創
出
す
る
。
こ
れ
ら
が
朝
倉
市
発

展
の
た
め
に
必
要
な
重
要
政
策
で
あ
る
。

こ
れ
に
特
化
し
た
組
織
を
作
れ
な
い
か
。

　

　

ど
ん
な
組
織
に
も
一
長
一
短
が
あ

る
。
新
し
い
課
を
否
定
は
し
な
い
が
、

最
善
策
を
考
え
、
組
織
を
構
築
し
て

い
く
。

仲
な か や ま

山	寛
ゆたか

　議員

農業者と福祉関係者の
マッチングが大切

主体的に
行動する

中
な か し ま

島	秀
ひ で き

樹　議員

①���

消
防
防
災
体
制
に
つ
い
て

②���

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

③���

朝
倉
市
の
未
来
図
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

①��

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を

　

�

し
た
ら
い
い
の
か

【
質
問
項
目
】

Q Q

QQ

Q

Q QAA

A

AA

A A

A Q
人
口
減
少
に
あ
ら
が
い
、
政
策
を

最
善
策
を
考
え
、
組
織
を
構
築
す
る

A Q
農
福
連
携
が
輝
く
朝
倉
を
築
く
の
で
は

理
解
を
深
め
関
係
機
関
と
協
力
す
る
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【一般質問】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

　
　

コ
ウ
モ
リ
大
量
発
生
に
、「
市
で
は

対
応
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ウ
モ
リ

が
来
な
く
な
る
対
策
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
市
の
対
応
。
住
民
の
不

安
の
声
届
か
ず
。
コ
ウ
モ
リ
被
害
は
ど

こ
の
部
署
が
対
応
す
る
の
か
。
コ
ウ
モ

リ
対
応
窓
口
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の

で
は
な
い
。
住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、

そ
し
て
、
珍
し
い
対
応
窓
口
と
し
て
、

朝
倉
市
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

最
初
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
環
境

課
が
対
応
。
内
容
に
よ
っ
て
、
農
林
課

等
と
連
携
を
図
る
。

　
　

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、
支

援
を
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
、
活
動

に
必
要
な
資
材
や
燃
料
の
配
給
、
重
機

の
準
備
、
き
ち
ん
と
し
た
保
険
の
加
入

な
ど
、
活
動
支
援
の
充
実
を
。

　
　

被
災
者
支
援
に
対
し
、
民
間
企
業

等
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し

て
い
く
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

録
制
度
や
協
定
締
結
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
の
支
援
の
取
組
を
課
題
と
し
て

研
究
し
て
い
く
。

　
　

専
門
的
な
視
点
や
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス（
※
）に
よ
る
業
務
を
ス
リ
ム
化
し
た

「
ス
マ
ー
ト
自
治
体
」の
実
現
を
。
も
は

や
検
討
段
階
で
は
な
い
。

　

　

急
ピ
ッ
チ
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

し
、
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
調
査
研
究

を
続
け
て
い
く
。

　
　

第
１
期
朝
倉
市
総
合
戦
略
の
基

本
目
標
に「
誰
も
が
住
み
た
い
朝
倉
」と

あ
っ
た
が
、
上
水
道
の
整
備
は
申
し
込

ん
で
も
進
ま
ず
、
新
築
住
宅
の
補
助

金
は
市
外
か
ら
の
移
住
だ
と
あ
る
の
に
、

市
内
で
移
り
住
む
場
合
だ
と
な
い
。
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
市
長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

朝
倉
市
内
で
親
と
子
と
孫
が
一
緒

に
住
め
る
地
域
づ
く
り
が
基
本
。
朝
倉

に
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
の
住
宅
の

助
成
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
し
っ
か

り
考
え
て
い
く
。

　
　

地
域
放
送
か
ら
流
れ
て
く
る
言
葉

は
行
動
に
も
生
か
さ
れ
る
。
防
災
も
含

め
た
情
報
伝
達
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

　

現
在
は
ス
マ
ホ
、
テ
レ
ビ
、
メ
ー

ル
等
で
対
応
し
て
い
る
。
ス
マ
ホ
等
の

利
用
が
難
し
い
高
齢
者
が
い
る
現
実
を

ふ
ま
え
、
伝
達
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　

市
長
の
口
か
ら
、
教
育
に
ど
の
よ

う
に
力
を
入
れ
た
い
と
か
、
朝
倉
の
素

晴
ら
し
さ
を
こ
ん
な
形
で
発
信
し
関
係

人
口
の
増
加
を
図
り
た
い
と
い
う
よ
う

な
思
い
や
熱
さ
を
聞
く
こ
と
が
な
か
っ

た
。
今
後
の
市
長
の
朝
倉
経
営
を
問
う
。

　

　

復
旧
・
復
興
を
着
実
に
進
め
朝
倉

を
取
り
戻
す
。
凍
結
し
て
い
る
大
型
事

業
の
状
況
を
把
握
し
、
進
め
て
い
く
。

教
育
委
員
会
と
行
政
と
が
議
論
を
尽
く

し
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
、
学

力
・
体
力
・
道
徳
と
バ
ラ
ン
ス
良
く
育

つ
よ
う
な
学
校
教
育
を
目
指
す
。
ま
た
、

生
涯
学
習
を
保
障
す
る
仕
組
み
を
作
る
。

柴
し ば や ま

山	恭
き ょ う こ

子　議員

朝倉の素晴らしさを
発信したい

通称大平山通りの
アメリカフウ並木

熊
く ま も と

本	正
ま さ ひ ろ

博　議員

①��

コ
ウ
モ
リ
被
害
の
対
応
に
つ
い
て

②���

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
支

　

�

援
に
つ
い
て

③���

ス
マ
ー
ト
自
治
体
・
業
務
の
ス
リ

ム
化
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

①��

市
長
に
問
う

【
質
問
項
目
】

Q

QQ

QQ

Q

A

A

A A

AA

A Q
市
長
に
問
う　
ど
ん
な
朝
倉
市
を
目
指
す

朝
倉
の
発
展　
市
民
の
期
待
に
応
え
る

た
か
が
コ
ウ
モ
リ　
さ
れ
ど
コ
ウ
モ
リ

※
業
務
を
外
部
へ
委
託
す
る
こ
と
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【12月定例会審議結果】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

 

12月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の主な内容

総務文教常任委員会

第 107号議案
朝倉市議会議員及び朝倉市長の選挙
における選挙運動の公費負担に関す
る条例の一部を改正する条例の制定
について

選挙運動用ビラ作成について公費負担の対象とするもの
１枚当たりの上限：７円51銭
頒布枚数の上限��：市長選挙　　� 1万6,000枚

市議会議員選挙　4,000枚

◎可決

第 108号議案
朝倉市職員の服務の宣誓に関する条
例及び朝倉市公平委員会の委員の服
務の宣誓に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

職員および公平委員会委員が行う服務の宣誓において、任命
権者等の面前での署名および押印を不要とするもの ◎可決

第 109号議案
朝倉市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部を改正する条例の制
定について

年次有給休暇を付与する単位を暦年から会計年度に改める
もの ◎可決

第 115号議案 朝倉市自転車等の放置防止に関する
条例の制定について

自転車等の放置防止および適正な処理に関し必要な事項を
定め、市民の良好な生活環境等を確保するもの ◎可決

第 120号議案 工事請負契約の締結について
（三奈木コミュニティセンター）

工事箇所　：朝倉市三奈木４２６０番地６
工事概要　：鉄筋コンクリート造平屋建

延べ床面積　６３０．４４平方メートル
請負契約額：１億７，３２５万円
工事請負人：環境施設・手嶋組特定建設工事共同企業体

◎可決

第 121号議案 指定管理者の指定について
（あまぎ水の文化村）

対象施設　：朝倉市立あまぎ水の文化村
指定管理者：公益財団法人あまぎ水の文化村
指定の期間：令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで

◎可決

第 123号議案 甘木・朝倉広域市町村圏事務組合規
約の変更について

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合の事務所を移転するもの
（令和４年４月１日施行）
移転前「朝倉市甘木873番地３」
移転後「朝倉市一木１８番地２０」

◎可決

環境民生常任委員会

第 105号議案 令和３年度朝倉市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ◎可決

第 106号議案 令和３年度朝倉市介護保険特別会計補正予算（第２号）について ◎可決

第 111号議案 朝倉市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について

子育て世帯の経済的負担軽減のため、未就学児に係る国民
健康保険税均等割額の５割を軽減するもの（低所得世帯の
軽減に該当する場合、軽減適用後の額からさらに５割軽減）

◎可決

第 112号議案

朝倉市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

保育所等の事業者等が、利用申込者へ重要事項を説明す
る場合、利用者からの申出がなくてもメール等の電磁的方
法による提供を可能とするもの。また、利用開始する保護
者からの同意も、書面によらず電磁的方法を可能とするもの

◎可決

第 113号議案 朝倉市国民健康保険条例の一部を
改正する条例の制定について

出産一時金等について、令和４年１月から産科医療補償制
度の加入者が負担する掛金が引き下げられるが、支給総額
４２万円を維持するため出産一時金の額を増額するもの

◎可決

第 114号議案

朝倉市過疎地域の持続的発展の支
援に関する特別措置法の適用に伴
う固定資産税の課税免除に関する
条例の制定について

新過疎法が適用される区域の産業の振興と雇用の増大を
促進し、持続的発展を支援するため、一定の事業用資産
に対し、固定資産税の課税免除を行うもの

◎可決

建設経済常任委員会

第 110号議案 朝倉市特別会計条例等の一部を改
正する等の条例の制定について

市が行う簡易水道事業を公営企業会計に移行することに
伴い、関係条例における規定の整理を行うもの ◎可決

第 116号議案 朝倉市営住宅飲料水供給施設条例
の制定について

市営住宅飲料水供給施設の設置および管理に関し必要な
事項を定めるもの ◎可決

第 117号議案 土地改良事業計画の変更について

土地改良事業計画（北川道目木・梅ヶ谷地区）の対象地
区面積、工事完了年度、事業費等を変更するもの
地区面積：変更前「８．９ha」　　→　変更後「５．９ha」
完了年度：変更前「令和５年度」→　変更後「令和６年度」
事業費　：変更前「６億５，８７９万３，０００円」

変更後「６億５，７７３万１，０００円」

◎可決
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【12月定例会・11月臨時会審議結果、補正予算】

令和４年２月１日号　あさくら市議会だより

 

12月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の主な内容

建設経済常任委員会

第 118号議案 工事請負契約の締結についての議
決内容の一部変更について

普通河川平川災害復旧工事の請負契約額を変更するもの
変更前「３億 545万 9,000 円」
変更後「３億 2,136 万 9,400 円」

◎可決

第 119号議案 工事請負契約の締結について
（白木谷川流域地区）

工事箇所　：朝倉市杷木白木地内
工事概要　：農地改良復旧（区画整理）工事一式
　　　　　　整地工　7.62 ヘクタール　
請負契約額：２億 6,180 万円
工事請負人：日迎建設株式会社

◎可決

第 122号議案 指定管理者の指定について
（三連水車の里あさくら）

対象施設　：朝倉市三連水車の里あさくら
指定管理者：株式会社三連水車の里あさくら
指定の期間：令和４年 4月１日から令和９年３月31日まで

◎可決

その他

報告第 18号 専決処分の報告について（交通事故による損害賠償について） 報告済

第 104号議案 令和３年度朝倉市一般会計補正予算（第８号）について ◎可決

第 124号議案 令和３年度朝倉市一般会計補正予算（第７号）について ◎可決

発議案第３号 議員の派遣について ◎可決
 

11月臨時会で審議した議案の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の主な内容

環境民生常任委員会

第 103号議案 令和３年度朝倉市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ◎可決

その他

第 102号議案 令和３年度朝倉市一般会計補正予算（第６号）について ◎可決

令和３年度　12月補正予算の主なもの
　≪一般会計≫	 ・・・・	 ５億9,718万円
� ○緊急自然災害防止対策事業費（河川）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 4,100万円
� ○道路橋りょう、河川災害復旧事業費（令和３年度災害）　・・・・・・・・� 2億4,900万円
� ○農地農業用施設、林道災害復旧事業費（令和３年度災害）　・・・・・・・� 2億1,305万円
� ○公園災害復旧事業費（令和３年度災害）　・・・・・・・・・・・・・・・・・� 510万円
� ○人事給与システム更新事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 2,192万円
� ○健康管理システム改修事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 707万円
� ○林道整備事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 250万円

　新型コロナウイルス感染症	市独自支援策
� ○指定管理者支援事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 1,500万円
� 　　朝倉市健康福祉館（卑弥呼ロマンの湯）および甘木B＆G海洋センターを支援します。
� ○休日夜間急患センター支援事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 978万円
� 　　休日夜間初期急患診療体制の維持、安定運営の継続のため、朝倉医師会を支援します。
� ○オンライン会議システム通信環境等整備事業費　・・・・・・・・・・・・・・� 800万円
� ○選挙投開票事務の自動化推進事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 750万円
� 　　計数機、投票用紙読取分類機を購入します。
� ○甘木鉄道（株）への沿線自治体による支援事業費　・・・・・・・・・・・・・� 747万円

令和３年度12月
　災害関連に　約５億815万円　		うち令和３年度災害分　約４億9,015万円
　新型コロナウイルス感染症対策　朝倉市独自支援策等に　約4,775万円

補
正
予
算



【一般質問追跡】

　

�

灯
台
下も

と

暗
し

　

朝
倉
市
と
隣
接
す
る
大
刀
洗

町
。
全
国
町
村
議
会
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
常
に
上
位
入
選
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
知
り
、
議
会
だ
よ

り
刷
新
に
取
り
組
ん
で
い
る
当
委
員

会
で
は
早
速
視
察
に
。
見
出
し
の
字

数
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
の
活
用
等
、

多
く
の
市
民
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
作
り
に
努
め
ま
す
。

広
報
委
員
会

　
委
員
長　
　
内
田　

�

恵
三

　
副
委
員
長　
熊
本　

�

正
博

　
委
員　
　
　
鹿
毛　

�

哲
也

　
委
員　
　
　
佐
々
木�

明
子

　
委
員　
　
　
徳
永　

�

秀
俊

　
委
員　
　
　
仲
山　
　

�

寛

次回定例会の予定
開会日	 ２月22日
一般質問	 ２月28日
	 ～３月２日
議案質疑	 ３月２日
常任委員会	 ３月３日～７日
予算委員会	 ３月８日～14日
閉会日	 ３月18日
※２月17日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

あさくら市議会だより 発行：朝倉市議会　　編集：広報委員会    〒838-8601　福岡県朝倉市菩提寺412番地2
Tel:(0946)22-1111(代表)  Fax:(0946)22-1125  E-mail:gikai@city.asakura.lg.jp

　コロナ禍での、妊産婦や子育て世帯への支
援は。（令和２年12月定例会）
　子育て相談センターあさくらっこで、電話
や来庁相談への対応、訪問等を行う。

　こげんなりました
　妊娠期から３歳の誕生日まで、子育て情報
をSNS（LINE）で提供する「あさくらきずなメー
ル」事業が始まります（令和４年３月から）。

　ペットと一緒に避難できる避難所の態勢が
とれないか。（令和２年12月定例会）
　避難所の軒先など、屋外での対応をお願い
している。

　こげんなりました
　避難所開設時、朝倉支所の車庫がペットス
ペースとして開放されるようになりました。

　議会での一般質問が
市政にどう反映されたか。
その後を追います。

あさくら出会いサポートセンター
JUNOALL（ジュノール）

　自治体の取組としては県内初の出会い支援
専門部署「あさくら“縁”結び課」。市では、非
営利目的の婚活支援組織「JUNOALL」と協定
を結び、データマッチングシステムを生かし
た良縁探しのサポートをしています。
　朝倉市の未来を元気にするため、結婚応援
を始めとする市の様々な取組を朝倉市議会も
見守っています。

「あさくら出会いサポートセンター JUNOALL」の
開所式（令和３年１０月４日ホテルパーレンス小野屋）

ココに注目！ギカイの視線

子育ての不安を
和らげます

Q Q
A A

※ケージ、ペットフード等は飼主が持参し、朝倉
地域生涯学習センターでの受付が必要です。


